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丹波篠山ワクワク有機農業実施計画 

～水と創る農都ものがたり～ 

資 料 編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波篠山ワクワク農都づくり協議会 
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       有機農業を取り巻く状況  ＊農林水産省資料より 

１ 日本の有機農業の現状 

○日本の有機農業の取組面積は拡大傾向にあり、令和２年（2020年）時点で約2.5万haです。 

○また、有機JAS取得農家戸数は3,800戸前後で推移し、横ばい傾向です。 
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２ みどりの食料システム戦略と有機農業支援施策 

○農林水産省は、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現する

「みどりの食料システム戦略」を令和３年（2021年）５月に策定しました。 

○2050 年までに目指す姿の１つとして、有機農業の取組面積の割合を 25％（100 万 ha）に

拡大することが掲げられています。 

○2030年目標としては、有機農業の取組面積は6.3万 ha、有機農業者数は3.6万人などが

掲げられています。 
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○有機農業の取組拡大を推進するため、産地づくりや人材育成、販売機会の多様化、消費者の

理解の増進、技術開発・調査に関する施策が講じられています。 

 

［産地づくり支援に関する施策］ 
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［人材育成支援に関する施策］ 
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［バリューチェーン構築・消費者理解確保に関する施策］ 
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